
東大・駒場リサーチキャンパス訪問 

 

平成２１年７月１８日（土）に、ＰＴＡ企画部（部長：２８Ｒ 田中 幸子）の企画・運営により「東

京大学・駒場ＩＩ リサーチキャンパス訪問」が行われ、保護者９６名、生徒３０名、合計１２６名

が参加しました。 

真夏日の午後１時３０分に、東京大学・生産技術研究所のコンベンションホールに集合後、

キャンパス見学会に先立って講演会が行われました。東大教授の 野城 智也 所長（日比谷

高校ＰＴＡ）が歓迎のご挨拶を述べられ、「東大と駒場リサーチキャンパスの概要」についてご

説明されました。つづいて、日比谷高校卒業生の大島 まり 教授から、「高校生の理科教育

と科学技術リテラシー」についてのご講話をいただきました。教育的・学術的な話題にとどまら

ず、大島教授の高校時代の青春の思い出や数々の体験談、さらには女性研究者としての苦

労話などに対し、参加者全員が熱心に先生のお話に聴き入っていました。日比谷高校の大

先輩から、他所では聴くことができない貴重なお話を沢山聴くことができ、皆とても喜んでいま

した。 

さらに、腰原 幹雄 准教授 （日比谷高校卒業生）による、「組み木でつくった家」に関する

研究の説明が行われました。また、岡野 達雄 教授と須田 義大 教授も会場にお越しいた

だき、簡単な自己紹介とともに日比谷高校卒業生としてのお話や研究紹介をしていただきま

した。 

講演会の後は、保護者は、企画部の部員によるガイドのもと、グループに分かれてキャン

パス訪問を行いました。研究所がある駒場ＩＩリサーチキャンパスだけでなく、教養部のキャン

パスへも足を伸ばし、大学のキャンパスを散策しました。 

参加した生徒に対しては、研究所内部の研究施設の見学会を行い、岡野研究室（真空工

学）、須田研究室（制御動力学、ドライブシミュレータ）、大島研究室（流体シミュレーション）、

腰原研究室（ほのぼの木質工学）、岡部研究室（レアメタル）、所長室を順次訪問しました。日

比谷高校関係者である研究者が自ら熱心に研究の説明を行ったため、日本が誇る最先端の

学術研究の現場を直に体感できる絶好の機会でした。 

今回のキャンパス訪問は、企画部の部員２４名が一丸となって入念な準備が進められ、大

きなトラブルもなく終わりました。東大の最先端の研究所の見学や施設訪問は、通常、高校

のＰＴＡの行事としては実現しにくいものですが、日比谷高校の卒業生や関係者の絶大な支

援のもとに開催されたため、盛り沢山のとても充実した企画となりました。 

（企画部・書記、１５Ｒ 岡部 徹） 
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